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医
療
法
人
社
団
誠
馨
会

（
千
葉
市
若
葉
区
加
曽
利
町

�
�
�
�
‐
�
）
は
�
日
、

「
千
葉
中
央
看
護
専
門
学

校
」
新
築
工
事
の
安
全
祈
願

祭
を
寒
川
神
社
（
千
葉
市
中

央
区
）
で
執
り
行
い
、

施
工
関
係
者
ら
と
同

施
設
の
無
事
竣
工
を

祈
念
し
た
。

神
事
で
は
、
和
田

恭
一
法
人
本
部
常
務

理
事
、
山
本
義
一
千

葉
中
央
看
護
専
門
学

校
長
、
布
施
達
朗
セ

コ
ム
医
療
シ
ス
テ
ム

㈱
代
表
取
締
役
、
永

冨
誠
㈱
久
米
設
計
常

務
執
行
役
員
（
業
務

担
当
）、多
田
博
是
大

成
建
設
㈱
副
社
長
執

行
役
員
が
玉
串
を
捧
げ
、
工

期
内
の
無
事
故
無
災
害
を
祈

っ
た
。

同
施
設
の
建
設
予
定
地
は
、

千
葉
市
中
央
区
南
町
�
‐
�

‐
�
の
一
部
。
敷
地
（
�
�

�
�
・
�
㎡
）
の
う
ち
�
�

�
�
・
	
㎡
を
建
築
に
充
て
、

Ｓ
造


階
建
て
延
べ
�
�
�

�
・
�
㎡
の
新
校
舎
を
建
設

す
る
計
画
。
設
計
・
監
理
は

㈱
久
米
設
計
、
施
工
は
大
成

建
設
㈱
が
請
け
負
っ
た
。

同
施
設
の
完
成
は
、
来
年

�
月
末
を
予
定
し
て
お
り
、



年
春
の
開
校
を
目
指
す
計

画
。
完
成
後
の
定
員
は
、
�

学
年
�
人
×
�
学
年
を
想
定
。

現
在
の
定
員
�
人
（
�
人
×

�
学
年
）
と
比
べ
、
�
倍
以

上
の
規
模
で
看
護
師
を
育
成

・
養
成
す
る
。

新
施
設
は
、
�
階
を
講
堂
、

図
書
館
、
学
生
・
地
域
ラ
ウ

ン
ジ
な
ど
、
地
域
交
流
の
場

と
学
習
環
境
の
エ
リ
ア
に
設

定
。
�
階
は
管
理
機
能
、
�

階
に
様
々
な
授
業
形
態
に
対

応
し
た
教
室
を
配
置
。


階

は
実
習
機
能
を
持
た
せ
た
。

ま
た
、
�
階
に
は
ガ
ラ
ス
や

扉
を
多
く
採
用
し
、
周
辺
の

外
部
環
境
を
取
り
込
む
開
放

的
な
空
間
を
目
指
す
計
画
だ
。

現
在
、
誠
馨
会
で
は
、
千

葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

（
旧
川
鉄
千
葉
病
院
）
の
建

替
計
画
も
進
め
て
い
る
。
新

病
棟
は
、
看
護
専
門
学
校
と

同
じ
く
、
既
存
病
棟
北
側
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
（
敷
地
面
積
�

万


�
�
�
・
�
㎡
）
へ
移

転
。
こ
の
う
ち




�
�
㎡

を
建
築
に
充
て
、
Ｓ
造
�
階

搭
屋
�
階
建
て
延
べ
�
万
�

�
�
�
㎡
の
施
設
を
建
設
す

る
計
画
。
建
て
替
え
後
の
病

床
数
は
�
�
�
床
に
な
る
予

定
だ
。

建
物
に
は
耐
震
性
を
高
め

る
た
め
、
超
高
性
能
複
合
面

新
工
法
：
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｔ

Ａ
Ｓ
Ｓ
免
震
構
造
（
積
層
ゴ

ム
支
承
＋
弾
性
す
べ
り
支

承
）
＋
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
を

採
用
。
設
計
・
施
工
は
大
成

建
設
が
担
当
し
て
お
り
、
来

年
�
月
�
日
ま
で
を
工
期
と

し
て
い
る
。

病
院
建
設
に
は
、
国
の
医

療
施
設
耐
震
化
臨
時
特
例
交

付
金
を
活
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
建
設
資
金
の
調
達
や
開

院
に
向
け
た
人
材
確
保
、
運

営
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
提
供
に

向
け
、
セ
コ
ム
医
療
シ
ス
テ

ム
と
総
合
的
な
業
務
提
携
を

締
結
し
て
い
る
。

医
療
法
人
社
団
誠
馨
会
は
、

千
葉
中
央
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
（
千
葉
市
）
や
総
泉
病

院
（
同
）、セ
コ
メ
デ
ィ
ッ
ク

病
院
（
船
橋
市
）、新
東
京
病

院
（
松
戸
市
）
の
急
性
期
病

院
・
療
養
型
病
院
を
運
営
し

て
い
る
ほ
か
、
介
護
老
人
保

健
施
設
秀
眉
園
や
千
葉
療
護

セ
ン
タ
ー
、
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
運
営
。
昨

年
�
月
に
は
、
循
環
器
内
科

・
心
臓
血
管
外
科
で
全
国
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
新
東
京

病
院
が
、
松
戸
市
和
名
ヶ
谷

に
移
転
・
開
院
し
て
い
る
。

ま
た
、
八
千
代
市
（
秋
葉

就
一
市
長
）
も
�
日
、
「
市

立
中
央
図
書
館
・
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
新
築
工
事
」
の
安
全

祈
願
祭
を
飯
綱
神
社
（
萱
田



�
�
）
で
執
り
行
い
、
施

工
関
係
者
ら
と
工
事
の
無
事

竣
工
を
祈
念
し
た
。

神
事
で
は
、
秋
葉
市
長
の

ほ
か
、
松
井
秀
雄
市
議
会
議

長
、
加
賀
谷
孝
市
教
育
長
、

津
嶋
功
㈱
岡
田
新
一
設
計
事

務
所
代
表
取
締
役
社
長
執
行

役
員
、
川
述
正
和
前
田
建
設

工
業
㈱
取
締
役
常
務
執
行
役

員
東
京
建
築
支
店
長
、
工
藤

賢
作
工
藤
電
機
工
業
㈱
代
表

取
締
役
、
河
合
英
行
大
成
設

備
㈱
専
務
執
行
役
員
営
業
本

部
長
が
玉
串
を
捧
げ
、
工
事

の
無
事
故
無
災
害
を
祈
っ
た
。

同
施
設
は
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
制
度
を
活
用

し
て
進
め
る
新
川
周
辺
地
区

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
の

一
環
。
現
在
の
計
画
で
は
、

中
央
図
書
館
・
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
、
県
立
八
千
代
広
域

公
園
内
（
村
上
�
�
�
�
）

の
�
万
�
�
�
�
・
�
㎡

（
市
街
化
調
整
区
域
、

建
ぺ
い
率
�
％
／
容

積
率
�
�
�
％
）
に

建
設
す
る
。

施
工
は
、
本
体
工

事
を
前
田
建
設
工
業

㈱
東
京
建
築
支
店
、

電
気
設
備
工
事
を
工

藤
電
機
工
業
㈱
、
機

械
設
備
工
事
を
大
成

設
備
㈱
東
関
東
支
店

が
担
当
。
設
計
・
監

理
は
㈱
岡
田
新
一
設

計
事
務
所
が
請
け
負

っ
た
。
工
期
は


年

�
月
�
日
ま
で
の
見
通
し
。

建
設
規
模
は
、
Ｒ
Ｃ
（
一

部
Ｓ
）
造
�
階
建
て
（
塔
屋

�
階
）
延
べ
�
�
�
�
・
�

㎡
で
計
画
（
建
築
面
積
�
�

�
�
・


㎡
）。東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に
、
免
震
構
造
を

採
用
。
最
高
高
さ
は
�
・
�

�
�
ｍ
、
基
礎
は
現
場
打
ち

コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
と
し
た
。

中
央
図
書
館
に
は
、
数
多

く
の
閲
覧
席
や
学
習
室
を
配

置
す
る
計
画
。
市
民
が
豊
富

な
資
料
や
情
報
の
中
で
、
滞

在
型
の
読
書
や
学
習
を
可
能

に
す
る
の
が
ね
ら
い
。
ま
た
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
充
実
し

た
人
生
を
過
ご
せ
る
生
涯
学

習
拠
点
と
す
る
た
め
、
「
学

び
・
憩
い
・
集
い
・
情
報
の

場
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
。

一
方
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
、
市
民
の
文
化
活
動
拠
点

を
目
差
し
て
整
備
す
る
計
画
。

施
設
に
は
、
主
に
市
民
に
文

化
芸
術
活
動
の
発
表
・
交
流

の
場
を
提
供
す
る
「
市
民
展

示
室
」、星
襄
一
氏
の
版
画
作

品
や
そ
の
他
の
収
蔵
品
を
展

示
す
る
「
常
設
展
示
室
」、市

の
収
蔵
美
術
品
を
適
切
に
維

持
管
理
す
る
た
め
の
「
美
術

品
収
蔵
庫
」
等
を
配
備
す
る

計
画
。

蔵
書
数
は
、
開
架
が
�
万

冊
（
視
聴
覚
、
点
字
・
録
音

資
料
を
除
く
）、閉
架
が
�
万

冊
の
計
�
万
冊
。
駐
車
場
は

敷
地
内
に
物
流
・
搬
出
入
用

約
�
台
分
、
敷
地
外
に
来
館

者
用
約
�
�
�
台
分
を
確
保
。

あ
わ
せ
て
駐
輪
場
約
�
�
�

台
分
を
整
備
す
る
予
定
だ
。

今
夏
に
市
が
示
し
た
同
計

画
素
案
で
は
、
こ
ど
も
園
の

整
備
計
画
案
と
し
て
、
▽
大

久
保
こ
ど
も
園
▽
香
澄
こ
ど

も
園
▽
藤
崎
こ
ど
も
園
▽
谷

津
・
向
山
こ
ど
も
園
│
│
の



案
が
候
補
地
に
挙
げ
ら
れ

て
い
た
。
大
久
保
以
外
の
�

園
に
つ
い
て
は
、第
�
期（
�

年
度
〜
）
以
降
に
整
備
す
る

考
え
だ
。

市
で
は
、
「
子
育
ち
・
子

育
て
の
拠
点
と
な
る
こ
ど
も

園
の
整
備
」「
待
機
児
童
対
策

の
強
力
な
推
進
」「
☆
老
朽
化

施
設
へ
の
速
や
か
な
対
応
」

の
観
点
か
ら
、
こ
ど
も
園
未

設
置
の


中
学
校
区
の
う
ち
、

大
久
保
地
区
を
選
定
。
既
存

施
設
の
一
部
を
改
修
し
、
新

た
に
�
施
設
を
整
備
す
る
方

針
を
固
め
た
。

新
設
す
る
「
大
久
保
こ
ど

も
園
」
は
、
既
存
の
大
久
保

保
育
所
（
泉
町
�
‐
�
‐

�
）
の
老
朽
化
に
対
応
す
る

た
め
、
大
久
保
保
育
所
と
新

栄
幼
稚
園
を
統
合
す
る
計
画
。

現
在
の
大
久
保
保
育
所
敷
地

（
�
�
�
�
㎡
）
で
、
既
存

施
設
の
一
部
使
用
や
一
部
建

て
替
え
な
ど
に
よ
り
、
定
員

は
�
�
�
人
を
確
保
す
る
予

定
。
開
園
は
�
年


月
の
見

通
し
だ
。

一
方
、
築
�
年
を
超
え
る

施
設
や
老
朽
化
の
著
し
い
施

設
の
改
築
に
つ
い
て
は
、国
庫

補
助
対
象
に
な
る
民
間
活
力

を
導
入
し
、私
立
化
を
進
め
る

考
え
。敷
地
は
近
隣
の
市
有
地

を
活
用
。今
回
の
計
画
案
に
は
、

▽
菊
田
保
育
所（
民
設
民
営
、

定
員
�
�
�
人
）▽
本
大
久
保

と
本
大
久
保
第
�
保
育
所（
同

�
�
�
人
）│
│
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。

菊
田
保
育
所
は
、現
地（
津

田
沼


‐
�
‐
�
、
敷
地
面

積
�
�
�
�
・
 
㎡
）
で
の

私
立
化
を
計
画
。
乳
児
受
入

枠
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
改
築
に
向
け
て
は
谷
津

第
�
保
育
所
を
代
替
え
施
設

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
大
久
保
と
本
大

久
保
第
�
保
育
所
の
私
立
化

は
、
本
大
久
保
職
員
住
宅
跡

地
（
市
有
地
、
敷
地
面
積
�

�




・
!
㎡
）
に
新
た
な

施
設
を
計
画
。
�
歳
児
か
ら

�
歳
児
ま
で
の
一
貫
保
育
を

想
定
し
、
建
設
年
度
時
の
乳

幼
児
人
口
や
地
域
の
保
育
需

要
に
よ
っ
て
は
、
本
大
久
保

第
�
保
育
所
の
活
用
も
検
討

し
て
い
る
。

ま
た
、
第
�
期
計
画
に
お

い
て
凍
結
し
た
「
実
花
幼
稚

園
」
と
「
つ
く
し
幼
稚
園
」

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
保
育

需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
幼
稚
園
機
能
に
保
育
所

機
能
を
加
え
る
こ
と
を
前
提

に
民
間
の
動
向
を
勘
案
し
、

�
年


月
開
園
で
私
立
化
を

図
る
考
え
だ
。

一
方
、
民
間
認
可
保
育
所

の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
国
有

地
の
定
期
借
地
権
方
式
や
、

市
有
地
を
利
用
し
た
認
可
保

育
所
の
整
備
を
計
画
。
今
回

の
計
画
案
に
は
、
（
仮
称
）

谷
津
・
奏
の
杜
保
育
園
（
定

員
約
�
�
�
人
）
が
盛
り
込

ま
れ
た
。
民
設
民
営
で
市
有

地
（
奏
の
杜
�
〜
�
丁
目
、

谷
津
�
丁
目
）
を
利
用
す
る

方
針
。

ま
た
、


年
度
施
行
予
定

の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」（
仮
称
）
の
策
定

状
況
に
応
じ
、
国
所
有
地
を

活
用
し
た
民
間
認
可
保
育
所

の
誘
致
も
検
討
。
さ
ら
に
、

菊
田
保
育
所
跡
地
に
民
間
認

可
保
育
所
の
「
私
立
菊
田
保

育
園
」（
仮
称
）
を
誘
致
す
る

こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

市
は
、
第
�
期
計
画
の
策

定
に
向
け
、
第
�
期
計
画
の

理
念
を
継
承
し
な
が
ら
、
新

た
な
課
題
と
し
て
、


年



月
開
始
予
定
の
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
」
や
、

同
市
の
「
公
共
施
設
再
生
計

画
」
を
踏
ま
え
る
方
針
。
そ

の
た
め
、
計
画
期
間
は
、「
習

志
野
市
新
基
本
構
想
」「
新
基

本
計
画
」
の
う
ち
「
前
期
基

本
計
画
」
期
間
と
同
じ
く
、

"
年
度
か
ら
�
年
度
ま
で
の

�
年
間
に
設
定
し
た
。

現
在
、
こ
ど
も
園
整
備
の

課
題
と
し
て
、
▽
残
る


つ

の
中
学
校
区
に
お
け
る
拠
点

こ
ど
も
園
整
備
の
推
進
▽
単

体
で
の
拠
点
こ
ど
も
園
整
備

は
困
難
▽
地
域
の
子
育
ち
・

子
育
て
支
援
の
拠
点
機
能
の

強
化
▽
法
改
正
に
よ
る
定
員

設
定
の
見
直
し
│
│
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
ど
も
園
整
備
の

基
本
的
な
考
え
方
で
は
、
▽

中
学
校
区
を
基
本
と
し
て
引

き
続
き
整
備
し
て
い
く
▽
公

共
施
設
の
有
効
活
用
に
よ
る

拠
点
こ
ど
も
園
の
整
備
▽
子

ど
も
の
発
育
、
教
育
、
保
育

な
ど
総
合
的
な
相
談
支
援
▽

拠
点
こ
ど
も
園
の
定
員
は
保

育
需
要
な
ど
、
様
々
な
観
点

か
ら
設
定
す
る
│
│
な
ど
と

示
し
た
。

一
方
、保
育
所
再
編
の
課

題
に
つ
い
て
は
、▽
待
機
児

童
の
増
加（
乳
児
需
要
、大
規

模
開
発
）▽
潜
在
保
育
需
要

の
把
握
、そ
れ
に
応
じ
た
環

境
整
備
▽
施
設
の
老
朽
化
へ

の
早
急
な
対
策
▽
各
家
庭
の

生
活
状
況
に
応
じ
た
保
育
の

実
施（
一
時
保
育
等
）▽
保
育

士
の
確
保
策
│
│
を
提
示
。

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

▽
計
画
的
な
民
間
保
育
所
の

進
出
促
進
、
優
良
民
間
事
業

者
誘
致
の
た
め
の
指
針
の
検

討
▽
老
朽
化
施
設
の
建
て
替

え
へ
の
民
間
活
力
の
導
入
▽

保
育
所
の
段
階
的
な
私
立
化

に
よ
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
、

特
色
あ
る
保
育
の
実
施
│
│

を
挙
げ
た
。

幼
稚
園
再
編
に
つ
い
て
は
、

▽
幼
稚
園
の
定
員
割
れ
へ
の

対
策
▽
新
制
度
に
よ
る
市
立

幼
稚
園
の
保
育
需
要
へ
の
影

響
▽
余
裕
教
室
の
活
用
│
│

を
課
題
と
し
て
お
り
、
そ
の

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

▽
定
員
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
こ
ど
も
園
整
備
に
伴
い

統
合
廃
止
▽
拠
点
こ
ど
も
園

に
統
合
さ
れ
る
幼
稚
園
以
外

の
幼
稚
園
は
、
供
給
体
制
と

効
果
等
を
勘
案
し
、
保
育
所

機
能
を
加
え
た
新
た
な
施
設

へ
の
転
用
に
よ
る
活
用
を
検

討
▽
保
育
所
機
能
を
加
え
た

新
た
な
施
設
の
う
ち
、
可
能

な
施
設
は
私
立
化
す
る
│
│

が
盛
り
込
ま
れ
た
。

「
こ
ど
も
園
整
備
と
既
存
市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の
再
編
計
画
」
の
第
�
期
計
画
策
定

を
進
め
て
い
る
習
志
野
市
こ
ど
も
政
策
課
は
�
日
、
計
画
案
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
上
に
公
表
し

た
。
同
案
に
は
、
大
久
保
地
区
へ
こ
ど
も
園
�
施
設
を
新
設
す
る
こ
と
や
、
民
間
保
育
所

の
誘
致
、
既
存
市
立
保
育
所
の
私
立
化
、
幼
稚
園
の
再
編
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
今
後
、

来
月
末
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
年
内
に
計
画
を
策
定
す
る
見
通
し
だ
。

地
盤
工
学
会
関
東
支
部

（
國
生
剛
治
支
部
長
）は
"

日
、船
橋
市
の
日
本
大
学
船

橋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、第
�
回

と
な
る「
ソ
イ
ル
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開

い
た
。当
日
は
#
チ
ー
ム
か

ら
約
�
人
が
参
加
し
、そ
れ

ぞ
れ
創
意
工
夫
し
な
が
ら
ソ

イ
ル
ブ
リ
ッ
ジ（
砂
製
の
梁
）

を
作
製
。そ
の
強
度
や
設
計

精
度
、施
工
能
力
を
競
い
合

っ
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
▽
ソ
イ

ル
ブ
リ
ッ
ジ
の
耐
荷
重
▽

「
ソ
イ
ル
ブ
リ
ッ
値
」（
実
耐

荷
重
／
ソ
イ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
の

高
さ
）
▽
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
（
配
合
説
明
）
│
│
の

各
部
門
賞
に
加
え
て
、
各
部

門
の
点
数
評
価
に
よ
る
総
合

優
勝
を
決
め
る
も
の
。
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
國
生
支

部
長
は
、
今
回
で
�
回
目
を

迎
え
、
支
部
設
立
#
周
年
の

記
念
大
会
に
な
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
触
れ
「
こ
こ
ま
で
来

る
と
も
う
や
め
る
訳
に
は
い

か
な
い
」
と
笑
わ
せ
た
。

そ
の
う
え
で
國
生
支
部
長

は「
現
在
あ
る
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
は
若
い
人
に
か
か
っ
て
い

る
」と
し
、土
木
力
学
の
技
術

の
継
承
を
期
待
す
る
と
と
も

に「
こ
う
い
う
場
を
通
じ
て
人

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
広
げ
て
も

ら
い
た
い
」と
呼
び
か
け
た
。

当
日
は
関
東
支
部
の
設
立

#
周
年
を
記
念
し
、前
大
会
か

ら
倍
の
�
種
類（
関
東
�
都
�

県
分
）と
な
る
粘
土
や
ス
コ
ー

リ
ア
、関
東
ロ
ー
ム
、黒
木
、山

砂
な
ど
が
用
意
さ
れ
、参
加
者

は
土
の
手
触
り
や
研
究
成
果

な
ど
を
基
に
試
行
錯
誤
を
重

ね
て
配
合
方
針
を
決
定
。バ
ッ

ト
や
は
か
り
、含
水
比
調
整
用

の
霧
吹
き
、型
枠
、締
固
め
道

具
、タ
コ
糸
な
ど
の
道
具
で
そ

れ
ぞ
れ
ソ
イ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
を

完
成
さ
せ
た
。

審
査
で
は
、関
東
学
院
大

学
理
工
学
部
理
工
学
科
チ
ー

ム
が
�
位
チ
ー
ム
の
倍
以
上

と
な
る
対
荷
重
数
値
を
示
し
、

初
の
総
合
優
勝
。評
価
基
準

の
�
つ
と
な
る
ソ
イ
ル
ブ
リ

ッ
値
は
$
・
�
Ｎ
／
㎝
で
、耐

荷
重
は
�


�
・
�
Ｎ
、総
合

ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
は
%
・
�

ポ
イ
ン
ト
だ
っ

た
。コ

ン
テ
ス
ト

後
の
懇
親
会
で
、

各
部
門
賞
と
総

合
優
勝
者
に
表

彰
状
や
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
手
渡
し

た
國
生
支
部
長

は「
今
年
は
断

ト
ツ
の
数
値
が

出
た
」と
感
嘆
の
声
を
あ
げ

る
と
と
も
に「
こ
れ
ま
で
の

『
経
験
工
学
』と
い
う
も
の
を

打
ち
破
る
よ
う
な
新
し
い
考

え
方
が
出
て
来
る
可
能
性
を

感
じ
た
」と
講
評
し
た
。

見
事
優
勝
し
た
関
東
学
院

大
学
�
年
生
の
富
岡
崇
さ
ん

は
「
含
水
比
を
少
な
め
に
し

た
の
が
勝
因
。
経
験
に
基
づ

い
た
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

力
に
な
っ
た
」
と
喜
び
を
語

っ
て
い
た
。

当
日
参
加
し
た
チ
ー
ム
は

次
の
通
り
。
▽
日
本
大
学
理

工
学
部
社
会
交
通
工
学
科
▽

社
会
人
チ
ー
ム
Ａ
（
応
用
地

質
・
不
動
テ
ト
ラ
）
▽
中
央

大
学
大
学
院
地
盤
工
学
研
究

室
▽
横
浜
国
立
大
学
（
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
チ
ー
ム
）
▽
関
東
学

院
大
学
理
工
学
部
理
工
学
科

▽
社
会
人
チ
ー
ム
Ｂ
（
佐
藤

工
業
他
）
▽
東
京
都
市
大
学

▽
太
田
秀
樹
前
支
部
長
チ
ー

ム

全
国
測
量
設
計
業
協
会
連

合
会
（
全
測
連
）
関
東
地
区

協
議
会
（
会
長
・
方
波
見
正

茨
城
県
測
量
設
計
業
協
会
会

長
）
の
第
�
回
地
方
県
会
議

が
�
日
と
&
日
の
�
日
間
、

栃
木
県
宇
都
宮
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
（
写
真
）。

当
日
は
、
関
東
地
区
�
県
の

協
会
役
員
ら
約
�
人
が
出
席

し
、
技
術
者
の
存
在
価
値
向

上
へ
意
識
を
共
有
し

た
。会

の
冒
頭
、
方
波

見
会
長
が
主
催
者
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、
「
依
然
と

し
て
業
界
は
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
お

り
、
測
量
士
の
数
も

減
少
し
て
い
る
。
東

日
本
大
震
災
を
は
じ

め
と
し
た
自
然
災
害

も
頻
発
し
て
い
る
が
、

我
わ
れ
技
術
者
は
存
在
価
値

を
高
め
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
今
回
の
会

議
を
き
っ
か
け
に
、
測
量
設

計
業
に
と
っ
て
実
り
あ
る
状

況
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
見
せ
た
。

ま
た
、
来
賓
の
祝
辞
で
は
、

開
催
地
の
栃
木
県
を
代
表
し

て
吉
田
隆
県
土
整
備
部
長

（
福
田
富
一
知
事
代
理
）
の

ほ
か
、
石
坂
真
一
県
議
会
議

員
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方

整
備
局
の
深
澤
淳
志
局
長
、

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
関

東
地
方
測
量
部
の
佐
藤
潤
部

長
、
全
測
連
の
本
島
庸
介
会

長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
し

た
。研

修
会
で
は
、
総
務
広
報

・
技
術
・
経
営
の
各
委
員
会

が
活
動
内
容
等
を
報
告
。
技

術
委
員
会
で
は
今
後
、
▽
道

路
台
帳
等
の
電
子
化
▽
官
民

境
界
確
定
事
業
の
推
進
▽
新

た
な
測
量
技
術
▽
新
規
分
野

（
橋
梁
点
検
技
術
な
ど
）
の

講
習
会
の
実
施
│
│
な
ど
を

中
心
に
検
討
。

ま
た
、
経
営
委
員
会
で
は

今
年
度
、
全
測
連
の
入
札
契

約
制
度
研
究
会
お
よ
び
業
際

問
題
研
究
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
に
活
動
す
る
と
と
も

に
、
各
県
の
要
望
事
項
に
つ

い
て
成
果
を
含
め
た
実
態
の

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。

今
回
の
会
議
で
は
講
演
会

も
実
施
さ
れ
た
。
関
東
地
方

整
備
局
の
石
橋
良
啓
企
画
部

長
に
よ
る
「
関
東
地
方
整
備

局
の
役
割
と
そ
の
取
り
組

み
」、国
土
地
理
院
測
量
部
の

佐
藤
部
長
に
よ
る
「
Ｇ
空
間

社
会
に
お
け
る
地
理
空
間
情

報
の
さ
ら
な
る
活
用
と
測
量

業
の
果
た
す
役
割
」、栃
木
県

の
印
南
洋
之
県
土
整
備
部
次

長
に
よ
る
「
と
ち
ぎ
の
県
土

整
備
行
政
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
解
説
。
参

加
者
は
熱
心
に
講
師
の
話
を

聞
き
入
っ
て
い
た
。

保
戸
田
久
江
さ
ん
（
ほ
と

だ
・
ひ
さ
え
'
保
戸
田
泰
夫

㈱
保
戸
田
組
代
表
取
締
役
の

実
母
）


日
逝
去
。
(
歳
。

通
夜
は
来
月
�
日
午
後
�
時
、

告
別
式
は
�
日
午
前
#
時
�

分
か
ら
セ
レ
モ
船
橋
駅
北
口

ホ
ー
ル
（
船
橋
市
北
本
町
�

‐
�
‐
 
）
で
。
喪
主
は
泰

夫
氏
。

技術者の存在価値向上を

方波見会長

計
画
案
で
候
補
地
示
す

)期期はは*大大久久保保+をを整整備備

８県から６０人参加

幼
稚
園
・
保
育
所
も
再
編

地方県会議

火曜日
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総合優勝を果たした関東学院大チーム

地盤工学会が
コンテスト

創
意
工
夫
し
、ソ
イ
ル
ブ
リ
ッ
ジ

習 志 野 市
認定こども園

１０
チ
ー
ム

か
ら
５０
人

強
度
・
精
度
な
ど
競
う
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大
成
建
設
で
来
夏
完
成

設

計

・

監
理
は
久
米

関
係
者
が
無
事
故
祈
願

完成予想パース

中中
央央
図図
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新新
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工工
事事

八千代市

前
田
建
設
工
業
ら
で
起
工

２７
年
春
の

完

成

へ

安
全
祈
願
祭
を
挙
行

完成予想パース

國生支部長


